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結核死菌による実験的結核性空洞の形成
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小川 弥栄 ・山口 正民｡遠 藤 一男

岩倉 弘之

(昭和29年6月12日 受付)

(本論文の要旨は第29回 日本結核病学会総会ならびに第9回 日本結核病学会近畿地方会において発表した)

第1章 緒 言

われわれは第1報 に於いてD,家 兎肺臓に人間の空洞

に類似した結核性空洞を高率に作製する方法について報

告 し,第2報 に於いては2),作 製 した実験的結核性空洞の

病理組織学的所見に就いて報告を行つた｡即 ち牛型結核

菌(三輪株)の 加熱死菌で適度に感作 し,ツ ベルクリン反

応を陽転せ しめた家兎に,牛 型結核菌(三 輪株)生 菌の

流動パラフィン,脱 水ラノリン混合液浮游液(菌 量は生

菌湿量の1栩8う のO.1m1を その胸壁肋骨間を通して

肺臓内に直接注射したときは,30日 乃至60日 後 に於い

て,5例 中5例 に直径0.5cmよ り2.Ocmに 達する結

核性空洞をみとめ,且 つその空洞壁の性状は第1報 に於

いて定義 した実験的結核性空洞としての病理組織学的諸

条件をすべてみたし得るC型 またはD型 の空洞に相当す

るものであつた◎即ち前回迄の報告では結核菌の生菌の

肺内注射により実験的結核性空洞を作製できることを報

告したが,こ の報告においては結核死菌の肺内注射によ

つて,実 験的結核性空洞の作製を試みたものである｡即
ほ

ち感作も,二 次抗原として肺臓内に注射する結核菌もと

もに死菌を使用 した場合の結核性空洞の形成について述

べる｡

第2童 実 験 方 法

1家 兎の結核菌による感作

結核菌の感作並びに肺内注射にはすぺ て 牛型結核菌

(三輪株)死 菌を使用することとし,第1報 に於いて述

べた方法1)に 従つて,ツ ベルクリン反応陰性の成熟家兎

に次の組成の混合液1mlを その大腿外側皮下に7日 間

隔5回 にわたつて注射し,ツ ベルクリン反応を陽性転化

せし:めた｡

結核菌(牛 型,三 輪株)100｡C30分 加熱死菌・-

1257ル～g(湿量)

流動パヲブィン10inl

脱水 ヲノリン5ntl

家 兎肺臓2gの 生理的食塩水浮游液…10m1

五 二次抗原の注射

キノレヒナ【氏寒天培地培養3乃 至4週 日の牛型結核菌

(三輪株)を 次の方法に従つてそれぞれ死菌 とした｡

i)加 熟死菌

菌体約2.Og(湿 量)を とり,滅 菌蒸溜水で充分洗糠

した後,菌 体を約10mlの 滅菌蒸溜水に浮游せしめ,

100｡C30分 間加熱 して死菌とする｡

ii)ト ルオール処理死菌

菌体約2.Og(湿 量)を 無菌的にとり100mlの 滅菌

燐酸緩衝液(pH7.0)中 に浮游せ しめ,之 に1m1の ト

ルオールを添加 して,4日 聞37｡Cでincubateし た後,

濾紙で濾過して菌体を分離し,減 菌燐酸緩衝液で充分に

洗灘して,そ の一定量をとり二次抗原とした｡な お洗灘

した菌体の一部をキルヒナー氏寒天培地に培養 して増殖

しないことから死菌であることを確認し,且 つ菌がなお

抗酸性を保有していることをFieh1-Neelsen染 色法に

より同時に確認した｡

iii)尿 素処理死菌

菌体約2・09(湿 量)を3Mの 尿素液100栩1中 に浮

游せしめ,こ れを4日 間37｡Cでincubateし た後,菌

体を濾紙で濾別し,滅 菌蒸溜水で充分に洗灘 した後,そ

の一定量をとり二次抗原 としたOな おii)と 同様に洗糠

菌体の一部をキル ヒナー氏寒天培地に培養して,死 菌で

あることを確認し,同 時に抗酸性を保有 していることを

Zieh1-Neelsen法 により染色確認した｡

皿 二次抗原の肺内注射

上述の方法で得た牛型結核菌(三 輪株)の 各死菌の一

定量を,流 動パラフィン3容,脱 水ラノリン1容 の混合

液の0.1mlに 浮游せしめ,前 述のツベルクリン反応が

陽性となつた家電に,そ の胸壁肋骨間を通 して一側また

は両側の肺臓内に直接注射 した｡二 次抗原の注射後家勇

の一一般状態を観察しながら約30日 乃至60日 後に頸動

脈よりの潟血によつて致死せ しめ,剖 見に依り空洞形成

の有無を検した｡

W空 洞形成の判定

実験的に形成せられた空洞については第1報 に於いて
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述ぺた定嚢に従い,結 核性空洞としての病理組1織学的諸

条件(第1報 参照)を すべてみたすもののみを空洞とし

て課め実験成績とした｡

第3章 実 験 成 緬

〔1〕 牛型結核菌(三 輪株)の 加熱死菌を使用 した場

合の結核性空洞の形成

第1表 及び第2表 に示す如 く,予 め牛型結核菌(三 輪

株)死 菌で感作し,ツ ベルクリン反応を陽転せしめた家

兎に,二 次抗原として牛型結核菌(三 輪株)の100｡C30

分問の加熱死菌を使用したときには,23例 中14例 に直

径O.5cmか ら3.5cmに 及ぶ結核性空洞を認めた｡即

ち,二 次抗原量が10mgの 場合には,2例 申2例(C-

L18,CL20)に 於いて,1mgの 場合には21例 中12例

(CL12,15,37,63,64,69,70,73,76,77,79,82)

に結核性空洞を認めた｡

しかるに,感 作を行わないで,ツ ベルクリン反応陰性

の正常家兎に加熱死菌の流動パラフィン●脱水ラノリン

浮游液(菌 量1mg及 び10mg)を 二次抗原の注射の

ときと同様に肺臓内に注射 した場合は,第1表 に示す如

く全 く空洞形成をみ とめなかつた(KCL6～11)｡

〔2⊃ 牛型結核菌(三 輪株)の トルオール処理死菌並に

尿素処理死菌を使用 した場合の結核性空洞の形成

第1表

ける結核性空淘の形成

牛型結核菌死菌の肺臓内注射による家兎肺臓にお

第1表 及び第2表 に示す如 く,予 め牛型結核菌(三 輪

株)死 菌で感作して,ツ ベルクリン反応を陽転せ しめた

家兎に,牛 型結核菌(三 輪株)の トルオール処理死菌及

び尿素処理死菌をそれぞれ二次抗原として肺臓内に注射

したときにはいずれの場合も6例 中2例 に於いて,直 径

1.Ocmか ら2.5`物 に及ぶ結核性空洞を認めた｡即 ち ト

ルオール処理死菌,尿 素処理死菌のいずれの場合も二次

抗原量が20mgの 場 合にのみ,4例 中2例(CL42,43,

CL47,48)に 於いて空洞の形成を認め,二 次抗原量が2

mgの 場合は何れも空洞の形成は認めなかつた｡

〔3〕 実験的結核性空洞の肉眼的所見

家兎は頸動脈からの潟血によつて致死せ しめ先ず気管

を結紮,次 いで胸腔を開いて肺臓を捌出しそのまま10%

フォルマリン水で1～2日 間固定した後切割を加えて観

察 しむ後,型 の如 く組織標本を作製して検索を行つた｡

空洞の位置及びその大きさは第2表 に示す如くであつ

てほぼ注射部位に州致 して発生しており,大 部分のもの

は上蘂に存在 している｡殆 んどすべてのものは円形又は

楕円形であるが時には稻 く不規則な形を示すものもあり,

直径は小 さいものではO.4cm,大 きいものでは2.5cmに

達 している｡空 洞内面には壊死物質がみられその表面は

平坦なものが多いが時には不規則な凸凹を示すこともあ

る｡叉 濯注気管支が空洞に開

口しているあを認めることも

家 兎
番 号 感

原
剖
日

抗
後

の

次
射
造

二
注
見

数

原抗次二

量菌射注内臓肺

作

・
罐羨隆豊馨

CL
12～17
36～37
62～79

CL,

18～21

KCL

6～11

CL

38～43

CL

44～49

牛型結核菌 牛型結核菌
(三輪株)(三 輪株)

加熱死菌と流動 加熱死菌 と流動
バヲフイン,脱 バラ

フイン,脱水ラノリン
,家

兎肺臓Homo一 水 ラノリン浮游
ge舩te混 合液 液

・-glsu;1
CL12,63
CL64,69,
CL70,82

CL15,37,

CL73,76,

CL77,79

10mg一

3・日1・/・iCL・8

6・日 μICL・ ・

(一) 同 上
・mg3・ 日 昭唄

10mg 3・司 唄

牛 型 結 核菌

(三 輸 株)

加 熱 死 菌 と流 動

パ ラ フィ ン,脱

水 ラノ リン,家

兎肺 臓HOmo-

genate混 合液

牛型結核菌

(三輪株)

の尿素処理死菌
め流動パラフィ
ン,脱 水ラノリ
ン浮游液

2刎19

§・司 圃

6・明 帽

20〃28
3・日 μ}CL43

6・日1砺 「CL塘

牛型結核菌

(三輪株)

の トルオール処
理死菌の流働バ
ラフイン,脱 水
ラルリン浮游液

2〃39

3・則 帽

6・日1唄

20〃29

3・日1帽CL47

6・司 日L娼

備考Nは 分母に洪試家兎数を,分 子にC～D型 空洞を形成した匹数を示ナ

あり,叉 梁や櫛を形成してい

ることもある(第1,6図)｡

空洞壁は通常白色稽 く貧血性

で且つかなり厚 い もの が多

く,時 には充血,腫 脹を伴つ

た肺炎をみとめる こ とが あ

る｡後 者に於いては多 くの場

合周囲の肺組織との境界が明

確でない｡大 きな空洞では殆

んど一肺葉が完全に空洞化し

ている｡空 洞以外の肺葉には

小さい結節の撒布が認められ

ることが多い｡い ま第1表 に

示した空洞の個々について記

述すると次の如 くである｡

A⊃ 加熱死菌1mg・ 注射

30日 後剖検群(第2

表参照)

CL12(第1図):右 肺全般に

小結節撤布 し,右 上葉は殆ん

ど全部が肺炎巣 とな り中央部

に・0・8×0・8xO.5cmの 空洞

がある｡左 肺には撤布巣なく

上葉には1xlx1.5cmの 空

一一一34一
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!附 図]
第1図(CL12):加 熱 死 菌1mg注 射30日 後 剖 検 第2図(CL63):加 熱死k'1mg注 射30目 後 剖倹

三c'L12

第3図(CL64);同 上

第5図(CL70):同 上

第7図(CL76):加 熱死 菌1mg注 射60日 後 剖 険

蘇 筑

iCL「!・

第4図(CL69):同 上

第6図(CL15):加 熱 死 菌1ni9注 射60日 後 剖 検

7"

第8図(CL79):同

第9図(CL47)ト ルfa・一ノン処 理 死 菌202πg注 射30日 後 剖検 第10図(CL48);同

ぐL47・iレ 尺

》・

魚露
ル

,麿 一

惣 一・｡

上

'μ

左

一 一35-・ 一



鍬

鶴11図(CL12)H.E.染 色

第f3図(CL69)H.E.染 色

第15図(CL70)H.E.染 色

薦17図(CL37)H.E.染 色

第19図(CL43)H.E.染 色

鞭

第12図(CL63)Bielschowsky染 色

第14図(CL69)H.E.染 色

第16図(CL15)H.E.染 色

第18図(CL20)HE.染 色

第20図(CL47)H.E.染 色
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第2表

感 作:牛 塑結核菌加熱死菌

二次抗原:牛 型結核菌死菌(加 熱,尿 索及び トルオー

ル処理による)の 流動バラフイン,脱 水ラ

ノリン浮游液

一

「

家兎 ツ

番号 馨

二次抗
二 次 原注射

後剖検抗 原
逡の日
数

空 洞

大 きさ(c〃の 所在

静

型

C副 昔
牛
型
結核

菌

£
輪

瞥
加熱

死

菌

,1〃29

3・日膿 轍9髄 燭C

㎝剃 苔 〃ll:乙菱1:1菱%i鰯 正

c瑚 什 〃 8二§鵬 美8:雛萎{C

c副 昔 〃1・脚2x・ 串 輔D

c恥 昭管 〃1・ 」x・4x・ ・5i右瑚C
一}

c副 昔 〃 昭撒 多:騰9左瑚c

CL・5卜 6・司 日x…x・ 乖 上葉!D

c瑚 替 〃{3・5x4』x3・ ・}右上 葉ic

CL731昔 〃 ・・5x・ ・5x・・51左輿C
一

C恥1赫 〃i2・ ・x・あx2・51右欄D

c珈1升 〃 2・5x2・5x3乖 燦ID

CL791井 〃11二麗8護 雛 欄c

蹴 同
上3・ 日 昭2・5x・ ・5x・ ・51右篠ID

10mg60日 …x・ ・5x・・5左礫IC

CL43

CI42

CL47

CL48

上
魍
菌
㎎

贔

死
2｡

土

昔

3・日1…x…x・ 確 上剰D

6・HI… ×…x・ 琳 上葉ic

同 上

トル オ ρ馳
ル処 理 死"

菌20mg

3・日12・ ・X2・ ・×2・51右螺D

6・目 【・・5×…x…1左 畷D

K:第1報 参 照

洞がみられる｡肋 骨側の空洞壁は うす く,肺 門側には肺

炎及び無気肺がみられる｡

CL63(第2図):右 上葉は一般に充血腫脹して肺炎

像を呈し中に0.7×0.6×O.4cmの 空洞があり,左 下葉

上部に1.2x1×1cmの 空洞があり,肋 骨側の空洞壁は

菲薄となつている｡

CL64(第3図):左 右上葉は一般に肺炎像を呈し,

中におのおの0.8xO,4xO｡6及 び0.5xO.5×0.4cm

の空洞がみとめられる｡他 の肺葉には殆んど変化をみと

めない｡

CL69(第4図):右 上葉は肋膜 と軽度に癒着し一般

に肺炎状で中に1.6×1・2×1・2cmの 空洞がある｡中 及

び下葉には小結節の撤布がみとめられる｡

CL70(第5図):右 上葉上半部は肺炎状を呈し中に
亀

O・7×O・7XO・5cmの 空洞がみられ 中及び下葉には小結

節の撤布がある｡左 上葉下部にも肺炎巣があるが空洞を

形成するには至つていない｡

B〕 加熱死菌1栩9注 射60日 後剖検群

(第2表 参照)

CL15(第6図):左 肺kt肋 膜 と癒着し左上、葉は一般

に肺炎像を呈し1xlxO.5cmの 空洞をみとめる｡右 上

葉にも同様の肺炎巣があるが空洞形成はみられない｡
き

CL37:右 上葉は著明に膨大し3×3.5×4cmの 大 き

な空洞がある｡そ の肋骨側の壁は極めてうすい｡申 及び

下葉に小結節の撤布がみられる｡左 上葉には肺炎巣はあ

るが空洞は形成されていない｡

CL82:左 肋膜は海 に肥厚癒着し,左右肺全般に小結

節の撒布がみられる｡左 上葉には1×2×1cm及 び1.2

×2×1cmの 空洞がみとめられる｡

CL73:右 肋膜表面に小豆大の結節がみられ,左 上葉

は大葉性に肺炎像を呈 し中心部に不整形の小空洞をみと

める｡左 下葉上部にも肺炎巣があるが空洞形成はみ られ

ない｡

CL76(第7図):右 中葉は一般に腫大し肺炎状で申

心に2x1・5×2.5cmの 円形の空洞がみられる｡

CL77:左 上葉の上半部は著しく腫大 し中に2・5x2・5

x3cmの 空洞がある｡右 中葉も腫大して肺炎豫を呈 し

ているが空洞は形成されていない｡他 の肺葉には一般 に

小結節の撒布がみられる｡

CL79(第8図):左 右共肋膜に肥厚及び癒着がみら

れ,左 肺は著しく腫大し申に7.Ox4.Ox3.Ocmの 空洞

がある｡右 上葉にも1.5x2×2cmの 空洞が形成せ ら

れている｡他 の肺葉全般に小結節の撒布がみられる｡

C)加 熱死菌10mg注 射群(第2表 参照)

CL18:右 肺は胸壁 と全般的に癒着 し肋腔に膿性液の

瀦溜をみる｡右 肺全般に小結節の撒布があり中葉は肺炎

状で2・5x1・5x1・5cmの 空洞がある｡左 肺全般に小結

節の撒布がみとめられる｡

CL20:両 側共肋腔に膿性液をみとめ,又 左右肺全般

に小結節の撒布があり左上葉には1×1・5×1・5cmの 空

洞が形成せられている｡

D〕 尿素処理結1核菌20mg注 射群(第2表 参照)

CL43;左 肺 は胸壁 と癒着し全般に小結節の撒布があ

り,左 上葉には1xlxlcmの 空洞がみとめられる｡

CL42:両 側共肋腔に淡膿性液が瀦溜し肺全般に小結

節が撒布 し,右 上葉に1×1xlcmの 空洞がみとめられ

る｡

E〕 トルオール処理結核菌20mg注 射群

(第2表 参照)

CL47(第9図):左 肋膜は下部に於いて癒着し肺全般

に小結簸の撒布がみられる｡右 申葉に4.5x3.5×2・5cm

の空洞がみとめられるがその肋骨側の壁は極めてうすい｡
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CL48(第10図):右 肋膜は全般的に 軽度に癒着 し肺

全般に小結節が撒布し,左 上葉は肺炎像を呈 し15×1x

lcmの 空洞が形成せられている｡

(4)空 洞壁の組織学的所見

空洞は型の如 く包埋 して切芹を作成 し,ヘ マトキシリ

ン・エオジン染色,マ ロリー染色,好 銀線維染色,醐部の

ものには隈部氏変法による結核菌染色を施 して組織学的

所見を検索 した｡

以上の結核死菌を流動パラフィン,脱 水ラノリン浮游

液 として二次的に肺内に注射することによつて形成せら

れた空洞の組織学的所見は略 ζ第二報に於いて述ぺたも

のに類似している｡即 ち空洞の最内側には肺胞構造に一

致した格子線維を含んだ壊死層があり,そ の外側には結

核性肉芽層更に進んで結合織性の被膜層がある｡但 し第

2報 に於いて述ぺた結核生菌を用いた場合に形成せられ

た空洞に比較すると結合織の増殖はかなり少なく,殊 に

肺門側に於いては殆んどみられない場合がある｡然 し血

管や気管支の附近に於いては部分的に旺盛な結合織の増

殖がみられ,殊 に肋骨側に於いては肉芽層が非常に うす

く結合織の厚い壁が形成せられていることが多い｡空 洞

周囲には殆んどの場合液性滲出を伴つた滲出性炎及び血

管壁の線維素様膨化及び血行停止がみ とめられる｡

A⊃ 加熟死菌1mg注 射30日 後剖検i群

CL12:空 洞内壁の壊死層はうす く肉芽層 もあまり厚

くはない｡肺 門側に於いては結合織は非常に少なく主と

して幼若な線維芽細胞が類上皮細胞や円形細胞に混つて

増殖している｡血 管周囲に滲出性変化がかなり著 しく,

血管壁の線維素様膨化及び血行停止が著明である(第11

図)｡肋 骨側の空洞壁は うす く肉芽層も叉少ないが肺門側

に比 して結合織の増殖が著 しい｡一 般に好銀線維の増殖

は第2報 に於いて述べた生菌注射の場合よりも遙かに少

ない｡

CL63:空 洞壁の構造は略eCL12と 同様であるが

壊死層はこれよりも厚 く,結 合織の増殖も又著 しく好銀

線維の増殖 も旺盛である(第12図)｡

CL64:空 洞壁の構造はCL63と 略e同 様である｡肋

骨側における結合織の増殖はやや少ない◎

CL69:賂 ぐ同様の構造で肺門側には結合織の増殖は

殆んどみとめられず(第13図),肉 芽層の周辺に若干の線

維芽細胞を混じているのみで明瞭な分劃線を経ずに広汎

な肺炎巣へと移行 している｡然 し肋骨側では比較的炎症

像に乏 しく結合織の増殖が著 しい(第14図)｡

CL70:結 合織の増殖は上記のものの中で最 も少なく

分劃化が不明瞭で肉芽層又は肺炎巣が肋膜直 ドにまで及

んでいる(第15図)｡

B〕 加熱死菌1mg注 射60日 後剖検群

CL15:壊 死層の崩綾の程度はA⊃ 群 よりも著 しく結

合織の増殖は旺盛で肺門側においてもかなり良 く結合織

層が形成せられている(第16図)｡

CL37:CL15と 略e同 様の所見を呈 しているが結合

織の増殖はあまり著しくない(第17図)｡

CL82:壁 の"部 にはか な り多量の壊死物質を附着

し,肉 芽層は一般 に厚い｡結 合織の増殖は一般的には少

ないが肋骨側の空洞壁や,気 管支及び血管附近ではかな

り著 しい｡周 辺の肺炎層は滲出傾向が強く,所 によつて

はかなりの出血がみとめられる｡

CL73:壊 死層は極めて薄く肉芽は噌般に幼若で次第

に肺炎層へと移行する所がある｡然 しこれらの肺炎層の

周辺部や肋骨側の空洞壁には僅かに結合織の増殖がみら

れる｡

CL76:壊 死層は一般 に厚 く結合織の増殖はかな り著

明である｡肋 骨側の空洞壁には極めて薄い部分があり一

般に炎性反応に乏しい｡

CL77:壊 死層はかな り厚い所が多 く,結 合織の増殖

も著 しい｡肋 骨側の空洞壁は極めて薄 く肋膜直下にまで

壊死崩壊が及んでいる所がある◎

CL79:壊 死層は一般 にさほど厚 くはない｡肉 芽層は

かな り厚いが結合織の増殖は小気管支や血管附近を除い

ては一般に少ない｡

C)加 熱死菌10mg注 射 群

CL18:A〕 群 と略 ぐ同様の構造を有 しており菌量に

よる組織所見の差異はみとめられない｡

CL20:空 洞壁は概ね幼若な肉芽層から出来ており結

合織の増殖は少ない｡但 し部分的にはかなり豊富な結合

織をみ とめる所もある(第18図)｡空 洞周辺には肺炎巣の

中に灌注気管支や気管支及び血管周囲炎の像がみられる｡

D〕 尿素処理結核死菌20mg注 射群

CL43,42:一 般 に結合織の増殖は少なく円形細胞の浸

潤が多いが,気 管支や小血管の附近においては部分的に

結合織の増殖が著 しい(第19図)｡

E〕 トルオール処理結核死菌20mg注 射群

CL47,48:結 合織の増殖はD〕 群よりも旺盛で殊に

気管支や血管の附近では厚い被膜層を形成 している(第

20図)｡

F〕 小 括

以上の病理解剖学的所見を総括すると,結 核死菌を二

次抗原として流動パラフィン,脱 水ラノリンに浮游せし

めて肺内に注射 した際の空洞は,第2報 に於いて述ぺた

ような生菌を用いた場合の空洞に略 ミ類似の構造を示し

ているが,一 般に空洞壁における結合織の増殖が少なく

被包化が不完全である｡殊 に空洞の肺門側に於いては殆

んど結合織をみとめず幼若な線維芽細胞の増殖をみるに

過ぎない場合がある｡然 しこのよ うな場合に於いても血

管や気管支の附近殊に肋骨側に於いてはかな り厚い結合

織性被膜を有するのが常である｡従 つて窮2表 に示す如

くC型 の空洞が比較的多い｡
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壊死乾酪化の状態や肉芽層の構造等は生菌を用いた場

合と全 く同様である｡又 空洞周辺には同様なアレルギー

性変化がみられる｡こ のことからこれらの組織学的変化

に結核の抗原抗体反応乃至アレルギー反応が主役を演じ

ているものと思われる｡

第4章 考 察

この報告においては結核死菌によつて感作 した家兎に

結核死菌を再び肺臓内に注射することによつて結核性空

洞を作製できることを証明した｡即 ちこの場合簗1報 に

おいて述べた 「生きた菌」を二次抗原として必要としな

い｡ま た予め感作を行つていない ときには空洞の形成が

全くみられない｡こ れらの実験成績から,繕 核の抗原抗

体反応によつて結核性空洞が生成 したものと考えること

ができる｡即 ち感作と抗原の再注射によつて空洞が形成

せられたのであり,肺 臓における 「抗原抗体反応によつ

て惹起せられた病的過程」(結核アレルギー反応1))によつ

て空洞が生成せられたものと考えてよい｡

結核死菌による抗原抗体反応によつて家兎肺臓に乾酪

化と軟化融解がおこり,空 洞が形成せられたとい うこと

は,人 体の肺結核症においても一定の範囲に結核菌が増

殖して抗原抗体反応が起りはじめると,そ の後に行われ

る化学療法が空洞生成を阻止するということに無力であ

ることを物語つている｡即 ち強力な化学療法による結核

生菌の殺滅 もアレルギー反応を阻止することができない

からである｡

次 に空洞形成へと導く乾酪化や融解を惹起する抗原抗

体反応が,古 くから結核の抗原抗体反応としてとりあつ

かわれている「ツベルクリン反応」と同一機作又は同一抗

原によつて惹起するものであるかどうかは今後の研究に

よつて明らかにしたいと考えている｡

作製せられた空洞のうち第6及 び第7図 のような巨大

な空洞の形成機作には,結 核抗原抗体反応による壊死又

は乾酪化による単なる物質欠損以外の機作が関与してい

ると考えられる｡即 ち肺胞内圧の充進による空洞内腔よ

り外への圧追によっ亡空洞が内から外へ膨脹 したと考え

られる場合がある◎しか しこの点についても今後充分検

討を加える予定である｡

第5章 結 鍮

家兎を牛型結核菌(三 輪株)加 熱死菌(流 動パラフィ

ン,脱 水ラノリン及び家兎肺臓のhemogenate添 加)

を使用 して感作しておいた後,そ の肺臓内に牛型結核菌

(三輪株)死 菌の流動パラフィン,脱 水ラノリン浮游液

を注射することによつて結核性空洞を形成せしめること

ができた｡従 つてこの場合家兎肺臓に惹起 した乾酪化や

軟化融解機転には結核抗原抗体反応(ア レルギー反応)

が主役を演じていると考えられる｡

終 りに御指導 と御按閲を賜つた恩師渡辺三郎博士に

深謝し,3ζ御鞭鍵と御指導を頂いた岡治道博士,岡 林

篤教授に厚 く感謝する｡
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